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▼
「
打
初
め
式
」
に
は
、
日
本
銀
行

か
ら
若わ
か

田た

べ部
昌ま
さ
ず
み澄
副
総
裁
が
出
席

し
、
麻
生
太
郎
財
務
大
臣
ら
と
と
も

に
圧
印
機
の
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
、

次
々
と
新
五
百
円
貨
が
打
ち
出
さ
れ

ま
し
た
。

▼
新
五
百
円
貨
は
、
偽
造
抵
抗
力
強

化
の
観
点
か
ら
、
①
三
種
類
の
金
属

を
組
み
合
わ
せ
た
「
バ
イ
カ
ラ
ー
・

ク
ラ
ッ
ド
（
二
色
三
層
構
造
）」（
注

２
）、
②
「
異い

形け
い

斜
め
ギ
ザ
」（
注
３
）

を
導
入
す
る
ほ
か
、
③
貨
幣
の
縁
の

内
側
に
新
た
に
微
細
文
字
を
加
工
す

る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

▼
新
五
百
円
貨
に
つ
い
て
は
、
財
務

省
よ
り
、
本
年
十
一
月
を
め
ど
に
発

行
を
開
始
す
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
て

い
ま
す
。
日
本
銀
行
で
は
、
新
五
百

円
貨
の
安
定
的
か
つ
着
実
な
流
通
に

向
け
た
準
備
作
業
を
進
め
て
い
ま

す
。
な
お
、
具
体
的
な
発
行
開
始
日

に
つ
い
て
は
、
所
要
の
準
備
が
整
い

次
第
、日
本
銀
行
か
ら
公
表
し
ま
す
。

▼
「
打
初
め
式
」
や
改
鋳
に
関
す
る

情
報
は
、
日
本
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
お
り
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
金
融
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
協
議
会
」

の
開
催
に
つ
い
て

▼
日
本
銀
行
で
は
、
よ
り
質
の
高
い

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
と
、
金
融
機

関
の
負
担
軽
減
を
図
る
観
点
か
ら
、

金
融
庁
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
す

新
五
百
円
貨
の「
打
初
め
式
」が 

開
催
さ
れ
ま
し
た

▼ 

二
〇
〇
〇
年
以
来
、
二
一
年
ぶ

り
の
改
鋳
と
な
る
新
五
百
円
貨
の
製

造
を
始
め
る「
打
初
め
式
」（
注
１
）が
、

二
〇
二
一
年
六
月
二
十
一
日
、
さ
い

た
ま
市
の
造
幣
局
さ
い
た
ま
支
局
で

開
か
れ
ま
し
た
。

（
注�
１
）
新
五
百
円
貨
の
「
打
初
め
式
」
は
、

近
代
通
貨
制
度
一
五
○
周
年
記
念
貨
幣
の

打
初
め
式
と
と
も
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
注�

２
）�
異
な
る
種
類
の
金
属
板
を
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
状
に
挟
み
込
む
「
ク
ラ
ッ
ド
」
技

術
で
で
き
た
円
板
を
、
そ
れ
と
は
異
な
る

金
属
で
で
き
た
リ
ン
グ
の
中
に
は
め
合
わ

せ
る「
バ
イ
カ
ラ
ー
」技
術
の
組
み
合
わ
せ
。

「打初め式」での記念撮影（左から 2人目が若田部副総裁）�（撮影：中島美沙）

新500円貨

「金融モニタリング協議会」のロゴマーク

（
注�

３
）
貨
幣
の
縁
に
入
れ
た
斜
め
ギ
ザ
の
一

部
を
他
の
ギ
ザ
と
は
異
な
る
形
状
に
し

た
も
の
で
、
通
常
貨
幣
（
大
量
生
産
型
貨

幣
）
へ
の
採
用
は
世
界
初
。
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る
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
本
年
三
月
に
は
、
金
融
庁
と
と

も
に
、
金
融
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
の
連

携
強
化
や
デ
ー
タ
の
一
元
化
な
ど
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
状

況
や
今
後
の
方
針
を
整
理
し
、「
金
融

庁
・
日
本
銀
行
の
更
な
る
連
携
強
化

に
向
け
た
取
り
組
み
」
を
公
表
し
ま

し
た
。

▼
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
、
六
月
七
日
、「
金
融
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
協
議
会
」（F

inancial 

M
onitoring C

ouncil

）
の
第
一

回
会
合
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
協
議

会
は
、
昨
年
十
一
月
に
設
置
し
た
「
金

融
庁
検
査
・
日
本
銀
行
考
査
の
連
携

強
化
に
向
け
た
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」

を
後
継
す
る
幹
部
級
の
常
設
会
合
と

し
て
、
今
後
も
、
半
年
に
一
回
程
度

の
頻
度
で
開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
。

日
本
銀
行
で
は
、
本
協
議
会
を
通
じ

て
、
金
融
庁
と
の
連
携
強
化
の
取
り

組
み
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
方
針

で
す
。

貨
幣
博
物
館
テ
ー
マ
展 

「
渋
沢
栄
一
に
ま
つ
わ
る 

お
金
の
話　

―
第
一
国
立
銀
行

紙
幣
発
行
ま
で
の
あ
ゆ
み
―
」

開
催
中
！

▼
二
〇
二
四
年
度
上
期
を
め
ど
に
、

新
し
い
日
本
銀
行
券
が
発
行
さ
れ
ま

す
。
そ
の
う
ち
一
万
円
券
は
四
〇
年

ぶ
り
に
肖
像
が
変
わ
り
渋
沢
栄
一
と

な
り
ま
す
。
渋
沢
栄
一
は
一
橋
家
、

大
蔵
省
に
仕
官
し
、
そ
し
て
第
一
国

立
銀
行
の
頭
取
を
長
く
務
め
、
そ
の

そ
れ
ぞ
れ
で
お
金
の
発
行
に
携
わ
り

ま
し
た
。
本
展
示
で
は
、
渋
沢
栄
一

が
発
行
に
関
わ
っ
た
幕
末
か
ら
第
一

国
立
銀
行
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
紙
幣

と
、
第
一
国
立
銀
行
の
風
景
が
描
か

れ
た
錦
絵
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

東
京
駅
や
日
本
橋
に
お
出
か
け
の

際
に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

【
入
館
料
】
無
料

【
休
館
日
】
月
曜
日
（
た
だ
し
祝
休

日
は
開
館
）、
年
末
年
始
（
十
二
月

二
十
九
日
～
一
月
四
日
）

【
開
館
時
間
】
午
前
九
時
三
十
分
～

午
後
四
時
三
十
分
（
入
館
は
午
後
四

時
ま
で
）

※
最
新
の
情
報
は
貨
幣
博
物
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
所
在
地
】
東
京
都
中
央
区
日
本
橋

本
石
町
一
―
三
―
一

二
〇
二
二
年
一
月
十
六
日（
日
）ま
で

渋沢栄一が頭取を務めた第一国立銀行（錦絵は期間中
展示替えがあります）

右／渋沢栄一が発行に携わった一橋家の紙幣
下／渋沢栄一の名前が書かれた第一国立銀行紙幣
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た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
取
り
組
み
を
支
持

す
る
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
う

え
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
定
量
目
標
の

在
り
方
に
つ
い
て
は
、
定
義
や
達
成

へ
の
道
筋
を
し
っ
か
り
と
示
す
必
要

性
を
強
調
す
る
声
や
、
達
成
目
標
時

期
を
適
切
に
設
定
す
る
必
要
が
あ
る

と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

▼
②
で
は
、
Ａ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｆ
Ｔ
対
策

に
つ
い
て
関
連
業
務
の
効
率
化
に
向

け
た
取
り
組
み
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
効
率
化
に
向
け
て
協
業
な
ど

の
取
り
組
み
が
な
じ
む
業
務
分
野

や
、
Ａ
Ｉ
な
ど
の
技
術
の
活
用
可
能

性
な
ど
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

▼
③
で
は
、
外
国
人
技
能
実
習
生
な

ど
が
郷
里
送
金
を
す
る
た
め
の
金
融

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
い
て
、
銀
行

と
ノ
ン
バ
ン
ク
の
協
業
事
例
が
紹
介

さ
れ
た
ほ
か
、
サ
ー
ビ
ス
改
善
に
向

け
た
送
金
事
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
海

外
事
業
者
と
の
協
業
な
ど
の
取
り
組

み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ク

ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
送
金
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
と
そ
の
改
善
に
つ
い
て
、
非
競
争

領
域
に
お
け
る
送
金
事
業
者
間
の
協

働
に
期
待
す
る
と
の
見
方
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

▼
本
会
合
の
議
事
要
旨
な
ど
は
、
日

本
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

「
決
済
の
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム 

 

デ
ジ
タ
ル
通
貨
分
科
会
： 

中
央
銀
行
デ
ジ
タ
ル
通
貨
を 

支
え
る
技
術
」
を
開
催

▼
決
済
機
構
局
で
は
、
六
月
十
一
日

に
、
標
記
会
合
を
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン

会
合
の
形
式
で
開
催
し
、
一
般
事
業

会
社
の
方
々
か
ら
、
中
央
銀
行
デ
ジ

タ
ル
通
貨
（
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
）
に
活
用
し

得
る
具
体
的
な
技
術
や
取
り
組
み
を

ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
会
合
で
は
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
が
デ
ジ
タ

ル
社
会
に
お
け
る
決
済
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
を

念
頭
に
、
求
め
ら
れ
る
①
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
に
つ
い
て
、
主
な
検
討
ポ
イ
ン

ト
や
認
証
技
術
の
考
え
方
、
②
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
、
モ

バ
イ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
進
化
や
近

年
の
金
融
ア
プ
リ
の
特
徴
、
③
情
報

技
術
の
標
準
化
に
つ
い
て
、
決
済
シ

ス
テ
ム
レ
ポ
ー
ト
別
冊
「
デ
ジ
タ
ル

通
貨
に
関
連
す
る
情
報
技
術
の
標
準

化
」
に
関
す
る
説
明
と
、
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
日
本
銀
行
と
し
て
は
、民
間
部
門
、

と
り
わ
け
一
般
事
業
会
社
が
有
す
る

最
新
の
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て

学
習
し
、
今
後
の
実
証
実
験
や
制
度

設
計
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

と
考
え
て
い
ま
す
。
決
済
機
構
局
と

し
て
は
、こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
、

Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
の
検
討
に
関
す
る
連
携
の

輪
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

▼
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
議
事
概
要
な
ど

は
、
日
本
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

金
融
研
究
所
貨
幣
博
物
館

 

〇
三
―
三
二
七
七
―

三
〇
三
七

「
決
済
の
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム 

ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
送
金
分
科
会

（
第
三
回
）」
を
開
催
（
六
月
）

▼
決
済
機
構
局
で
は
、
六
月
三
日
に

標
記
会
合
を
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
会
合

の
形
式
で
開
催
し
ま
し
た
。

▼
会
合
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
分
科
会

と
同
様
、
①
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
送
金

の
改
善
に
向
け
た
国
際
的
な
取
り
組

み
や
、②
Ａ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｆ
Ｔ
対
策
（
注
）

に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ

た
ほ
か
、
③
個
々
の
送
金
事
業
者
に

よ
る
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
送
金
関
連
の

取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

▼
①
で
は
、
金
融
安
定
理
事
会
（
Ｆ

Ｓ
Ｂ
）
の
市
中
協
議
文
書
「
ク
ロ
ス

ボ
ー
ダ
ー
送
金
の
四
つ
の
課
題
の
対

処
に
向
け
た
目
標
」
で
示
さ
れ
た
定

量
的
な
目
標
案
が
説
明
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
、
改
善
に
向
け

（
注
）
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
お
よ
び
テ
ロ

資
金
供
与
対
策
な
ど
を
指
す
。
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■インタビュー相手の白石氏は、ヨットマンをサムライ
に例えています。波しぶきを船上で浴びながら荒海を帆
走する写真（6 頁）を見るとヨットレースの過酷さがヒ
シヒシと伝わり、確かにサムライだと得心できます。記
事を通じて、白石氏の熱気と元気、そしてヨットの魅力
が読者に伝わればと願っています。
■日本史の教科書では遠流の地として取り上げられる隠
岐島ですが、島の海士町が「地方創生のトップランナー」
であることを、地域の底力では紹介できました。多様な
バックグラウンドを持つ島外からの移住者が、地域振興、
研修、漁業やさまざまな分野で活躍できる環境を海士町
が用意できている点は、他の自治体のみならず、あらゆ
る組織にとって示唆的だと思われます。
■手前味噌で恐縮ですが、FOCUS　BOJ で紹介した国
庫金のキャッシュレス納付に向けた日本銀行業務局の取
り組みは、官庁、金融機関、税理士、企業などの幅広い
関係者への働き掛けを平易に解説できたと自負していま
す。読者の皆さまのご評価はいかがでしょうか？ 
 （渡邉）

者
が
互
い
に
関
与
し
合
う
新
し
い
ガ

バ
ナ
ン
ス
の
姿
に
向
か
っ
て
い
く
と

の
見
方
が
近
年
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
関
係
者
の
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
な

合
意
に
基
づ
い
て
策
定
さ
れ
た
国
際

標
準
を
活
用
し
て
い
く
可
能
性
も
高

ま
る
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、「S

ociety5
.0

」（
注
）
と
呼

ば
れ
る
社
会
に
向
け
た
新
た
な
ガ
バ

ナ
ン
ス
像
や
、
分
散
型
金
融
が
登
場

「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
パ
ネ
ル
（
第
三
回
）：

金
融
の 

デ
ジ
タ
ル
化
時
代
に
お
け
る 

新
し
い
ガ
バ
ナ
ン
ス
と 

標
準
化
」
を
開
催
（
六
月
）

▼
決
済
機
構
局
で
は
、
六
月
二
十
三

日
に
標
記
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。

▼
社
会
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展

に
よ
り
、
取
引
の
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化

が
一
層
進
め
ば
、
多
く
の
利
害
関
係

し
て
い
る
金
融
サ
ー
ビ
ス
分
野
で
の

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
課
題
な
ど
と
と
も

に
、
標
準
化
の
果
た
す
役
割
に
つ
い

て
経
済
産
業
省
、
金
融
庁
の
担
当
官

お
よ
び
弁
護
士
の
方
々
が
議
論
を
行

い
ま
し
た
。

▼
決
済
機
構
局
で
は
、
金
融
サ
ー
ビ

ス
分
野
の
国
際
標
準
化
を
検
討
す
る

国
際
標
準
化
機
構
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）・
金

融
サ
ー
ビ
ス
専
門
委
員
会
（
Ｔ
Ｃ

68
）
の
国
内
委
員
会
事
務
局
を
務
め

て
い
ま
す
。
金
融
サ
ー
ビ
ス
分
野
の

標
準
化
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
日
本

銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
活
動
内
容

や
取
り
組
み
を
掲
載

し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

［アンケート募集中］
「にちぎん」に関するご意見・ご感想は、アンケートより
お寄せください。
日本銀行のホームページからもご回答いただけます。

（
注
）
政
府
の
第
五
期
科
学
技
術
基
本
計
画

で
提
唱
さ
れ
た
「
サ
イ
バ
ー
空
間
（
仮
想

空
間
）
と
フ
ィ
ジ
カ
ル
空
間
（
現
実
空
間
）

を
高
度
に
融
合
さ
せ
た
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、

経
済
発
展
と
社
会
的
課
題
の
解
決
を
両
立

す
る
、
人
間
中
心
の
社
会
」。


